
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

木枯らしが吹きすさぶ頃となりましたが皆様はいかがお過ごしでしょうか。 

 さて、季節は１２月に入りましたが、１年とは長いようで短いもので、新年を迎えたのがついこの間のことの

ように感じられます。 

１２月は師走（しわす）とも言いますが、昔はお正月もお盆と同じように祖先の霊を弔う月でした。この師走と

いう言葉の意味は、お経をあげるためにお坊さん（法師、導師と言います）があちこちの家々を忙しく走りまわ

ったのが語源だと言う説もあります。 

今年は年末の衆議院解散となり、慌ただしい中での総選挙で代議士の先生方が忙しく走り回る師走となりそうで

す。 

来年こそは低迷を続けている景気のテコ入れ政策を迅速に打ち出してもらい、１日でも早い景気回復を念願する

のは皆さまも同じ思いであると感じております。 

 私は以前から、中小企業であっても将来を見据えたビジョンを描き、より良い経営計画を策定して会社を運営

する事が大切なことであると考えておりましたが、日頃の業務に忙殺されてしまい、中々それを実行に移すこと

が出来ませんでした。 

 しかし、三光工務店が家創りでお客さまに喜んでいただき、社員の安定した生活の基盤を作り、社会に貢献を

していくためには、混迷の時代の今こそ必要なことであると考え、中期の経営計画を策定しているところでござ

います。来る平成２７年の春から、その新たな経営計画に基づき営業活動を展開して参る所存でございます。 

その内容につきましては、このかわら版の紙上でその都度発表して、有言実行で進めたいと考えております。 

師走の月でありますが、皆様におかれましては十分にお体をご自愛いただき、希望ある新年を迎えられる事を

ご祈念致します。 

代表取締役 籠原 勲   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 26 年-12 月号 

かわら版 

11 月 13 日 開院 
 

名古屋市昭和区前山町 1-5 

 

12 月 1 日 開院 
 

稲沢市正明寺 3丁目 191 

 

三光施工事例 

自然素材の家創り

2015.1.25
【

S
U

N
】

OPEN 10:00  CLOSE 14:00

新春夢まつり

■おまつりイベントメニュー

会場 おかげさま庵「一期一会」 NAVI 各務原市川島笠田80

― おかげさまをまごころとして ー
2015年も三光工務店はみなさまの「マイホームの夢」を叶えるために、

安心・安全・高品質な住宅をご提供します。

さて、三光工務店では日頃の感謝をこめて、下記のイベントを開催いたします。

ご多忙とは存じますが、ご来場いただきたくご案内申し上げます。

１．郡上産のしし肉たっぷり鍋

２．みんなも参加！餅つき大会

３．長良川で育った魚の塩焼き

４．プロの大工さん指導による木工教室

５．本格フライドポテトとわたがしコーナー

６．掘り出し物いっぱいガレージセール

※下記の内容は変更になる場合がございます。あらかじめご了承下さい。

「菓子まき大会」
なにが当たるか

お楽しみ♪

「光熱費ゼロの家」
ゼロエネ住宅を解説。
これからの家創り

お教えします！

豪華景品付き！

家創りセミナー

AM 11：00～

PM 12：00～
※内容は変更になる場合がございます。



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■本社：岐阜県郡上市白鳥町二日町１０１１の５ 

ＴＥＬ：０５７５－８２－４３００（代） ＦＡＸ：０５７５－８２－３０６０ 

■中京支店：愛知県一宮市時之島字八幡１２ 

ＴＥＬ：０５８６－５１－７２７７（代） ＦＡＸ：０５８６－５１－７３１７ 

■岐阜営業所：岐阜県各務原市川島笠田町 80  携帯：０９０-９０２２-７８８２（小寺） 

http://www.sankokomuten.co.jp 

収納スペース、広くとったつもりでもいつのまにか物がいっぱいで入らないなんてことがよく     

ありますよね。 

衣類の入れ替えをしてみると、「こんな服が置いてあったんだ」「そういえばこれがあったわ    

ねえ」…など、こんな経験をされた方が多いのではないでしょうか？ 

四季のある日本では、季節にあった衣料が必要になるため、どうしても服や靴などを増やし     

てしまいがちに。 

そんな衣類の収納について大事なポイントを３つほどあげてみましょう。 

１．収納スペースにはびっしり詰め込まないで 8割に 

びっしり詰め込んでしまうと、取り出しづらくなります。 

「収納すること」は、「保管すること」だけでなく、「取り出して使うこと」を意識しましょう。  

２．優先順位をつけて収納する 

よく使うもの、すぐに使うものを奥に収納しては取り出しが大変です。 

おおまかに期間を分けて収納しましょう。  

・ １ヵ月ごとに使うもの 

・ ３ヵ月ごとに使うもの 

・ 半年ごとに使うもの 

・ １年間使うかどうかわからないもの 

よく使う物ほど取り出し易い場所に置き、長い間使わないものは奥のほうへ入れておきましょう。 

引き出しに期間によって色分けシールを貼れば、「いつ出すものか」が一目でわかりますね。 

３．定期チェックを忘れずに 

１年に一度、すべての収納物を取り出してみて、「いるもの」「いらないもの」を仕分けしましょう。 

こうすればいつも収納はスッキリです。定期的に収納物のチェックをしてみましょう。 

 

※DAIKEN WEB ｻｲﾄより 

 


